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al. 2013; Kosaka et al. 2013）。 
 こうした変動の予測可能性の源として近年注
目されているのが、ENSO に伴うインド洋の遅




原ら 2008; Du et al. 2011; Zhan et al. 2011a; 







NINO.3 海域 SST の相関は高く、結合モデルに
よる発生位置の予測スキルは高いことが報告さ
れている（Takaya et al. 2010）。一方、夏季の




（Takaya et al. 2010; Zhan et al. 2011a）。ま
た、平原ら（2008）や Du et al.（2011）では、























2015; Takaya et al. in review）による、インド洋





 本研究に用いた解析データは気象庁 55 年再解
析（JRA-55）データ（Kobayashi et al. 2015）、
CPC Merged Analysis of Precipitation（CMAP）











（IOclim 実験）であり、どちらも 4 月を初期月












 図１に 2016 年５月〜７月、８月〜９月平均の










































図３に Ctrl 実験と IOclim 実験による５月〜７月
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図１ 2016 年 5 月〜7 月と 8 月〜9 月の降水量偏差（陰影、単位 mm/d）と 850hPa 流線関数偏差（等
値線、間隔は 0.5×106m2/s）と SST 偏差（単位 K） 
図２ ２月〜６月（赤線、右軸）と７月〜11 月（青線、左軸）の北西太平洋域の台風発生数の時系列 
 
図３ Ctrl 実験（左列）と IOclim 実験（右列）による 5 月〜７月の海面水温偏差（上段;、単位 K）と
流線関数偏差（等値線、間隔は 0.5×106m2/s）と降水量偏差（陰影、単位 mm/d）（下段） 
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図 4  ５月〜7 月の北西太平洋の台風発生数の時系列 
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